
「健康寿命延伸に影響する歯科医療提供体制
の偏在問題について」
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恒石美登里
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笑う

話す

食べる

8020運動（ハチマル二イマル）に加えて
オーラルフレイル対策に取り組む
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本日お伝えしたいこと

〇NDBの分析結果も含め
蓄積されてきた歯や口腔と全身との関係

〇統計を取り始めて、初めて歯科医師数が減少へ！

〇すでに顕在化してきている歯科医療提供の
地域偏在について

〇『食べること』を支える歯科の重要性
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2040年を見据えた歯科ビジョン
ー令和における歯科医療の姿－ 5
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統計局「人口推計」および国立社会保障・人口問題研究所
「日本の将来推計人口」より作成

各年齢群別人口の推移 100年の変化

年齢層の急激な減少

高齢年齢層の急激な増加
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昭和30年以降
う蝕の洪水



平成29年より肺炎と誤嚥性肺炎を分けて示すようになった
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厚生労働省：厚生科学審議会 健康日本21（第二次）推進専門委員会
平成30年3月9日資料より

死亡する疾患（平均寿命）と
介護が必要となる疾患（健康寿命）
とは違いがある

健康寿命をいかに平均寿命に
近づけるかがポイント！

健康寿命の延伸：つまり認知症や
脳血管疾患、骨折・転倒の予防と
いう視点が非常に重要！！
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中医協（2011.07.13）に示された資料より抜粋
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Yamamoto et al., Psychosom. Med., 2012 11
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2017年4月診療分データ

60歳以上
歯周炎病名

（コード：5234009）

4,009,345名

欠損歯病名
（コード：5250001）

662,182名

アルツハイマー型認知症
（コード：8842548

8842549
8842550
8842551）

病名があり医科受診をしている者

8.3

10.2

12.3
13.9

12.4

8.4

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85以上

(%)

図. 2017年時点の人口に占める年齢階級別 対象者割合

（歳）

医科・歯科受診共に同一のハッシュコード
での受診者を除外
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（Tsuneishi et al., PLOS ONE, 2021）
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中医協：堀委員提出資料より
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医師

薬剤師

歯科医師
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令和2年 58,867
令和4年 56,767 2,100名減少
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無歯科医地区数は前回
（令和元年）に比べて
7地区増加の784地区とな
り、無歯科医地区人口は

10,184人増加の188,647人
となっている

＊無歯科医地区とは歯科医療機関のない
地域で、当該地区の中心的な場所を起点
として、おおむね半径4㎞の区域内に
50人以上が居住している地区であって、
かつ容易に医療機関を利用することが
できない地区をいう。

↓
半径4㎞の区域内に50人が居住していない
地区は？？
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日本歯科総合研究機構 24
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全国病院総数 8,238 病院

うち 歯科系診療科目の標榜のある病院数 1,817 病院
（22.1％）
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2040歯科ビジョン https://www.jda.or.jp/dentist/vision/ 28
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令和2年 厚労白書より抜粋
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歯科診療所数の変化は
人口変化と強い相関がある
⇒都道府県の偏在にも

注目していく必要がある！
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青：無歯科医地区増加
赤：無歯科医地区なし



歯科診療所数
変化

Spearmanの
ロー

歯科診療所数変化 相関係数 1.000

有意確率
(両側)
度数 47

人口変化 相関係数 .758**

有意確率
(両側)

0.000

度数 47

診療従事者のうち勤務者の比率
の変化

相関係数 .502**

有意確率
(両側)

0.000

度数 47

管理者のうち50歳未満変化
（2000～2020）

相関係数 .304*

有意確率
(両側)

0.038

度数 47

勤務者のうち50歳未満変化
（2000～2020）

相関係数 .451**

有意確率
(両側)

0.001

度数 47

勤務者のうち50歳未満比率
2020

相関係数 .715**

有意確率
(両側)

0.000

度数 47

**. 相関係数
は 1% 水準で
有意 (両側)
です。

*. 相関係数は 5% 水準で有
意 (両側) です。

相関

歯科診療所数の変化と
強い相関があるのは
① 人口変化
② 2020年における勤務医のうち

50歳未満の割合

2000年の歯科診療所数を100
とした場合の2020年の

歯科診療数割合

歯科診療所数の増減は
人口の変化と相関する。
また50歳未満の勤務医数が
多いほど増加している。

Spearmanの相関係数
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16年経過

女性管理者比率
5.6％

女性管理者比率
6.3％

令和4年平成18年



歯科保健をライフステージごとに見ると･･･

0歳 6歳 15~22歳 ~74歳

乳幼児歯科健診 学校歯科健診 特殊健診（酸等）

1歳6か月
3歳児

就学前
学校健診

歯周病検診
40歳以降10歳刻み
（任意）

母子保健法 学校保健安全法 労働安全衛生法

健康増進法

高齢者医療確保法

後期高齢者健診
（任意）
H26～予算拡充

定期健診
（任意）

40歳

法律によって
義務化されている
歯科に関する健診は
就学期まで･･･

75歳～

高齢者医療確保法

特定健診【義務】
歯科はなし
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平成26年9月8日
第3回医療介護総合

確保促進会議
和田委員提出資料

受療率は： 歯科は外来中心であるため入院等により
高齢者の歯科医療の機会は失われている患者調査(2011)

受療率
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「口から食べられない＝寿命」
変わる死生観で「自然死」急増の予兆

２０１８．０３．０５

https://dot.asahi.com/wa/2018030100063.html?page=6

※週刊朝日 2018年3月9日号



2015年8月22日 医事新報より

大臣直轄の有識者懇談会の政策提言『保健医療2035』にも書いてありますが、
高齢者になると “キュア”より “ケア”の発想が大事になる。

薬や医療機器を使って治す医療から、患者さんに寄り添い支えていく医療を
重視しなければならない。

諮問会議提出資料の中で厚労省は、日本老年医学会が提唱する「フレイル」の
対策を打ち出しました
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患者調査 R2 傷病小分類別の総患者数
歯科評論 9月号 2022.

歯や口腔の疾患をまとめると
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総患者数の推移
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